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Effects of Internal Addition of Bulking
Promoter on Low-Density and

Characteristics of Surface Free Energy of
Wheat Straw Pulp Handsheet

Hailan Jin＊1, Junhyung Cho＊2, and Takayuki Okayama＊3
＊1 Key Lab of Bio-based Material Science and Technology
of Ministry of Education, Northeast Forestry University,
No.26 Hexing Road, Xiangfang District, Harbin
150040, China

＊2 Dept. of Paper Science, College of Forestry
Environmental Sciences, Kangwon National University,
hyoza 2 dong 192-1, Chunchon-si 200-701, Korea

＊3 Graduate School of Agriculture, Tokyo University of
Agriculture and Technology, 3-5-8 Saiwai-cho, Fuchu,
Tokyo 183-8509, Japan
In the current study, the effects pertaining to the addition of

bulking agent on the density and the surface free energy of the
paper-sheets were evaluated. Bulking agent addition resulted in
the reduction of the density of wheat straw pulp paper (WBKP).
The tensile strength of the handsheets varied in proportion to the
reduction of sheet density. Basically, the decrease in tensile
strength of the handsheets was dependent on the decrease in inter
-fiber bonding strength, which follows the Page equation theory.
The bulking promoter S enhanced the sheet sizing performance
by its addition, and it improved the sizing performance further
when used in combination with AKD sizing agent. Wetting
characteristics of the handsheets were determined by contact
angle measurements. The addition of bulking agent S reduced
the γs d, which reduced the hydrophilicity of the paper. In
addition, the use of the bulking agent in combination with AKD
sizing agent resulted in the reduction of the paper γs d. J. Fiber
Sci. Technol., 72(11), 231-236 (2016) doi 10.2115/fiberst.2016-
0034 © 2016 The Society of Fiber Science and Technology,
Japan

―――――――――――――――――――――――――

Adsorptive Removal of Phosphate from
Water by Ammonia Gas Activated

Polyacrylonitrile Fiber
Yuki Yamazaki＊1, Tanita Gettongsong＊2,
Masahiro Mikawa＊3, Yoshimasa Amano＊3,4,

and Motoi Machida＊3,4
＊1 Faculty of Engineering, Chiba University, 1-33, Yayoi-
cho, Inage-ku, Chiba 263-8522, Japan.

＊2 Department of Marine Science, Chulalongkorn
University, Bangkok 10330, Thailand.

＊3 Graduate School of Engineering, Chiba University,
1-33, Yayoi-cho, Inage-ku, Chiba 263-8522, Japan.

＊4 Safety and Health Organization, Chiba University, 1-33,
Yayoi-cho, Inage-ku, Chiba 263-8522, Japan.
Commercially available oxidized black colored

polyacrylonitrile (PAN) fiber was heat treated above 900 °C
under helium or ammonia gas flow. Ammonia gas treatment
made specific surface area of the oxidized PAN increase from
7 m2/g to 1000 m2/g or more, becoming activated carbon fiber

(ACF), whereas helium treatment resulted in the maximum
surface area of only 60 m2/g. Adsorption of phosphate improved
from 0.022 mmol/g for oxidized PAN to 0.057 mmol/g for the
helium treatments at pH range of 5-6. In case of ammonia
treatment, the adsorption amount of phosphate attained 0.056 to
0.17 mmol/g in maximum, depending on the treating
temperature ranging from 925 to 975 °C. The adsorption sites for
negatively charged phosphate could be estimated to be positively
charged quaternary nitrogen species generated on PAN fiber
surface by the heat treatment. Langmuir adsorption affinity of
PAN-ACF was derived from isotherms to be 0.6 L/mmol or
more; moderate adsorption affinity was exhibited. J. Fiber Sci.
Technol., 72(11), 237-243 (2016) doi 10.2115/fiberst.2016-
0035 © 2016 The Society of Fiber Science and Technology,
Japan
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平成28年度繊維学会主要行事予定

平成29年度繊維学会主要行事予定

複写される方へ

繊維学会論文誌“Journal of Fiber Science and Technology”のオープンアクセス化と
著作権の取り扱いについて

繊維学会では今般の学会誌の刷新に伴い論文誌を Journal of Fiber Science and Technology（JFST）としてリ
ニューアル致しました。これに伴いより積極的な情報発信を指向し、どなたでも閲覧できるオープンアクセス
方式に切り換えております。ここで我々が使用したオープンアクセスの解釈は狭義にはフリーアクセスとされ
る「閲覧自由」という理解であり、二次利用まで開放するという意味ではありません。
現在、オープンアクセスにおける著作権譲渡の取り扱いおよび公開情報の二次利用については、Creative

Commons 準拠等の活発な議論が行われております。
本学会でも常に時代に対応したルールによる運用を目指して、この問題を慎重に検討しておりますが、

Creative Commons の普及状況等を考慮すると、現在は中長期的判断の非常に難しいタイミングであると考え
ています。
従って、当面本学会ではこれまで通り著者様から著作権譲渡を頂き、掲載内容の二次利用については著作権

保護の立場から一般社団法人学術著作権協会に著作権管理および利用許諾業務を委託して参ります。
各位におかれましては JFST掲載の著作物をご使用頂く場合は、この点をご理解いただき適切にご対応頂き

ますようお願い申し上げます。

行 事 名 開 催 日 開 催 場 所

繊維の応用講座 平成28年11月25日㈮

東京工業大学
（東京都目黒区大岡山）
西 9号館コラボレーション
ルーム
http://www.dst.titech.ac.jp/
outline/facility/hall.html

2017 学術ミキサー 平成29年 1 月25日㈬ 大阪科学技術センター
（大阪市西区靭本町）

行 事 名 開 催 日 開 催 場 所

総会・年次大会 平成29年 6 月 7 日㈬～ 9日㈮ タワーホール船堀
（東京都江戸川区船堀）

第 47 回夏季セミナー 平成29年 8 月 8 日㈫～10日㈭ みんなの森 ぎふメディアコ
スモス（岐阜市）

秋季研究発表会 平成29年11月 1 日㈫、 2日㈬ フェニックス・シーガイアリ
ゾート（宮崎県）

本誌に掲載された著作物を複写したい方は、公益法人
日本複製権センターと包括複写許諾契約を締結されて
いる企業の方でない限り、著作権者から複写権等の行使
の委託を受けている次の団体から許諾を受けてください。
〒107－0052 東京都港区赤坂 9－6－41 乃木坂ビル

（一社）学術著作権協会
TEL : 03－3475－5618 FAX : 03－3475－5619
E-E-mail : info@jaacc.jp

著作物の転載・翻訳のような、複写以外の許諾は、直
接本会へご連絡ください。
アメリカ合衆国における複写については、次に連絡し
てください。
Copyright Clearance Center, Inc.
222 Rosewood Drive, Danvers, MA 01923 USA
Phone：1－978－750－8400 FAX：1－978－646－8600
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平成28年度繊維学会各賞授賞候補者募集
当学会では、功績賞、学会賞、技術賞、論文賞、奨励賞、紙・パルプ論文賞を設け、一般会員より広く推薦（応

募）を求めています。平成 28 年度も例年通り、各賞の表彰を行いたく受賞候補者の推薦または応募を頂きますよう
お願い申し上げます。なお、論文賞は、一般公募をせず、論文賞選考委員によりその年の繊維学会論文誌（JFST）
に掲載されました論文から選考されます。
推薦（応募）書類は、下記の所属支部長または学会事務局へ期限までに提出をお願いします。
・推薦（応募）書類はホームページ http://www.fiber.or.jp/の学会賞に掲示してありますので、ダウンロードして
ご利用ください。

・会員（維持会員、賛助会員を含む）は受賞候補者の資格を有し、自薦・他薦を問わない。
・推薦（応募）書類の提出期限は平成 28 年 12 月 25 日㈰迄です。
・歴代受賞者はホームページ http://www.fiber.or.jp/に掲載しています。
1. 繊維学会功績賞
① 対象：原則として、受賞年（平成 29 年）の 4 月 1日において満 60 歳以上の本会会員で、多年にわたり繊維学

会の発展に顕著な業績をあげた者、または繊維科学あるいは繊維工業の発展に優れた業績をあげた者。
② 表彰の件数：原則、5件以内。
③ 表彰状および賞牌の授与。
2. 繊維学会賞
① 対象：原則として、受賞年（平成 29 年）の 4 月 1日において満 51 歳未満の本会会員で、繊維科学について独

創的で優秀な研究を行い、さらに研究の発展が期待される研究者。
② 表彰の件数：原則、2件以内。
③ 表彰状、賞牌および副賞の授与。
3. 技術賞
① 対象：本会会員（維持・賛助会員を含む）で、繊維に関する技術について、優秀な研究、発明または開発を行

い、繊維工業の発展に貢献した個人またはグループ。
② 表彰の件数：原則として、技術部門 3件以内、市場部門 1件以内。
③ 表彰状および賞牌の授与。
4. 論文賞
① 対象：本会会員（維持・賛助会員を含む）で、繊維科学および繊維技術に関し、その年（平成 28 年 1 月号～12

月号）の本会論文誌（JFST）に論文を発表した研究者。
② 表彰の件数：3件以内。
③ 表彰状、賞牌および副賞の授与。
5. 奨励賞
① 対象：原則として、受賞年（平成 29 年）の 4 月 1日において満 36 歳未満の本会会員で、繊維科学もしくは繊

維技術について優秀な研究を行い、今後も継続して期待ができる新進気鋭の研究者。
② 表彰の件数：原則として、3件以内。
③ 表彰状、賞牌および副賞の授与。
6. 紙・パルプ論文賞（事前に事務局へお問い合わせください）
① 対象：原則として、受賞年（平成 29 年）の 4 月 1日において満 40 歳未満の本会会員で、過去 5年間に本会論

文誌（JFST）に論文 2編以上を発表した新進気鋭の研究者。
② 推薦（応募）書類は、学会事務局へ期限までに提出をお願いします。
③ 表彰の件数：原則として、1件以内。
④ 表彰状、賞牌および副賞の授与。

問合せ先
本部 一般社団法人 繊維学会事務局

〒141－0021 東京都品川区上大崎 3－3－9－208
TEL : 03－3441－5627 FAX : 03－3441－3260 E-mail : office@fiber.or.jp

支部名 支部長名 所 在 地 TEL & E-mail

東北・北海道支部 伊藤 浩志 〒992－8510 山形県米沢市城南 4－3－16
山形大学大学院 有機材料システム研究科

0236－26－3081
ihiroshi@yz.yamagata-u.ac.jp

関 東 支 部 岩田 忠久 〒113－8657 東京都文京区弥生 1－1－1
東京大学大学院 農学生命科学研究科

03－5841－5266
atiwata@mail.ecc.u-tokyo.ac.jp

東 海 支 部 仲井 朝美 〒501－1193 岐阜県岐阜市柳戸 1－1
岐阜大学 工学部 機械工学科

058－293－2400
nakai@gifu-u.ac.jp

北 陸 支 部 末 信一朗 〒910－8507 福井県福井市文京 3－9－1
福井大学大学院 工学研究科

0776－27－8914
suyeb10@u-fukui.ac.jp

関 西 支 部 浦川 宏 〒606－8585 京都府京都市左京区松ヶ崎橋上町 1
京都工芸繊維大学 繊維学系

075－724－7567
urakawa@kit.jp

西 部 支 部 田中 敬二 〒819－0395 福岡県福岡市西区元岡 744
九州大学大学院 工学研究院 応用化学部門

092－802－2878
k-tanaka@cstf.kyushu-u.ac.jp
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繊維の応用講座
『Beauty&Wellness 美容と健康ガイダンス』

－－衣の繊維が美と健康につながるベースの役割を果たす－－

美しくありたい、健康で、楽しく生きたい、誰しも望む願望だと思います。その願望を支えるその分野の先生方
をお招きした講演会を企画しました。美容と健康をテーマに繊維分野を含めた様々な観点でお話ししていただける
と思います。ぜひ、これらの分野で必要とされている新しい研究や製品を考えるヒントを得る場として多数の方が
ご参加いただけますと幸甚です。

主 催：一般社団法人 繊維学会
協 賛：日本家政学会、日本顔学会、日本女性科学者の会
日 時：平成 28 年 11 月 25 日㈮ 9:30～17:30
場 所：東京工業大学大岡山キャンパス 西 9号館コラボレーションルーム

〒152－8550 東京都目黒区大岡山 2丁目 12－1 会場までの地図は下記URLを参照ください
http://www.dat.titech.ac.jp/outline/facility/hall.html

（東京急行大井町線・目黒線 大岡山駅下車 徒歩 1分 駅前すぐ）

－－プログラム－－

10 :00～10:50 『体・脳・心の健康と衣食住 ～新機能性研究者から見える未来～』
早稲田大学ナノ理工学機構 規範科学総合研究所 矢澤一良

10:50～11:40 『皮膚科学の基礎と肌計測 ～化粧品メーカーが考える健康で美しい肌とは～』
花王㈱ビューティーケア研究センター 総合美容技術研究所 今井健雄

11:40～13:00 昼食

13:00～13:50 『美しくなるための機能性素材 ～繊維を出発原料とする化粧品の機能性素材について～』
㈱コーセー研究所 メイク製品研究室 萩野 亮

13:50～14:40 『美容繊維としてのシルクの可能性』 信州大学 繊維学部応用生物科学科 玉田 靖

14:50～15:40 『美術解剖学から見た身体美 ～健康で美しいからだとは～』
東京芸術大学大学院 美術教育研究室 宮永美知代

15:40～16:30 『ライザップ式身体美のつくり方 ～運動から食事、下着衣料まで～』
RIZAP ㈱パーソナルユニットリーダー 菅野翔太

※応用講座終了後に、講師を交えた交流会を予定しております。

定 員：100 名（定員になり次第締め切らせていただきます）

参加費：正会員・企業会員（維持・賛助会員含む）：15,000 円 企業非会員：18,000 円
大学官公庁関係会員：10,000 円 大学官公庁非会員：14,000 円

学生会員： 3,000 円 学生非会員： 5,000 円

申込方法：参加申込は繊維学会ホームページのイベント「応用講座」よりお願いします。

問合せ先：〒141－0021 東京都品川区上大崎 3－3－9－208 一般社団法人 繊維学会
TEL : 03－3441－5627 FAX : 03－3441－3260

E-mail : office@fiber.or.jp HP:http://www.fiber.or.jp/
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繊維学会関東支部 平成28年度研究交流会

繊維学会関東支部では、会員間の交流を深めるとともに、学生等の成果発表の場となる企画を大きな柱として活

動を行っております。今年度は、昨年度実施しました修士論文発表会およびスプリングセミナーを一体化し、研究

交流会として開催します。産学の気鋭研究者をお招きしての講演を行うとともに、ポスター形式による研究発表を

行います。皆様奮ってご参加ください。

主 催：繊維学会関東支部
日 時：平成 29 年 1 月 10 日㈫ 13:00～17:00（受付：12:00 より）

場 所：東京大学弥生キャンパス弥生講堂一条ホール
（東京都文京区弥生 1－1－1、東京メトロ南北線東大前駅下車すぐ）

詳細はWEBサイト http://www.a.u-tokyo.ac.ac.jp/yayoi/をご覧ください。

発表方法：ポスター発表：60 分（ポスター：A 0判（84.1 cm×118.9 cm）縦使用）
発表申込：研究発表をご希望の方は、下記申込先にお申し込みください。

学生の研究発表には審査を行い、ポスター賞を授与します。

発表申込締切：12 月 9 日㈮17:00
予稿原稿：12 月 16 日㈮17:00 PDF ファイルを下記アドレスまでお送りください。

書式については、本年度の年次大会と同じものをご利用ください。

参加・懇親会申込締切：12 月 28 日㈬
プログラム：
13:00～13:40 招待講演 1（講師交渉中）

13:50～16:10 ポスター発表（貼り付けは、13 時までにお願いします）

説明時間 奇数番号：14:00～15:00 偶数番号：15:00～16:00

16 :20～17:00 招待講演 2（講師交渉中）

17:00～18:30 懇親会

参加要領：
1）参加費：無料

2）懇親会費：¥2,000（一般） ¥1,000（学生）

3）ポスター発表申込：氏名、所属（研究室まで）、発表題目、自身の連絡先（E-mail）、懇親会出席の有無、指導教

員の氏名と連絡先（E-mail）を明記し、締切日までにE-mail にて下記までお申込みください。

4）参加・懇親会申込：氏名、所属（研究室まで）、連絡先（E-mail）、懇親会出席の有無を明記し、締切日までにE-

mail にて下記までお申込みください。聴講のみについては、当日登録も可能です。

申込先（問い合わせ先）：
石井 大輔（東京大学 大学院農学生命科学研究科 生物材料科学専攻 高分子材料学研究室）

〒113－8657 東京都文京区弥生 1－1－1

TEL : 03－5841－5267 FAX : 03－5841－1304 E-mail : adishii@mail.ecc.u-tokyo.ac.jp
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第30回東海支部若手繊維研究会
共 催：繊維学会東海支部、日本繊維機械学会東海支

部、日本繊維製品消費科学会東海支部
日 時：平成 28 年 12 月 10 日㈯ 9:30～17:00（予定）
場 所：岐阜大学サテライトキャンパス

多目的講義室
〒500－8844 岐阜市吉野町 6丁目 31 番地
岐阜スカイウイング 37 東棟 4 階
JR岐阜駅から徒歩 5分、名鉄岐阜駅から徒
歩 8分
http://www1.gifu-u.ac.jp/~gifu_sc/src/access.
html

内 容：一般研究発表、情報交換会
研究発表申込：発表題目、発表者名（共同研究の場合

は発表者に○印）、所属、連絡者名、連絡先（郵
便番号、住所、電話番号、E-mail アドレス）
をご記入の上、E-mail または FAXで、以下
の申込先にお申し込みください。

研究発表申込締切：11 月 21 日㈪
要旨原稿提出締切：12 月 1 日㈭
参加申込：氏名、所属、連絡先（郵便番号、住所、電

話番号、E-mail アドレス）をご記入の上、
E-mail または FAXで、以下の申込先に 12
月 5 日㈪までにお申し込みください。

参加費：1,000 円（発表者、学生は無料）
情報交換会費 3,000 円（学生は 1,000 円）

申込先：〒501－1193 岐阜県岐阜市柳戸 1番 1
岐阜大学 工学部 化学・生命工学科
武野明義
TEL/FAX : 058－293－2629
E-mail : takeno-info@gifu-u.ac.jp

――――――――――――――――――――――――

第57回公開講演会（繊維技術）
主 催：（一社）日本繊維技術士センター
日 時：平成 28 年 12 月 16 日㈮ 13:30～16:30
会 場：大阪産業創造館 5 F 研修室 E

（大阪市中央区本町 1－4－5）
プログラム：

スポーツ アパレルの機能性研究について
㈱アシックス スポーツ工学研究所 森 洋人

低環境負荷プロセスによる繊維の染色機能加工
京都工芸繊維大学 繊維学系 奥林里子

参加費：2,000 円（当日払い）
資料のみ希望：1,000 円（振込）

問合せ先：日本繊維技術士センター（JTCC）本部
FAX : 06－6484－6575
E-mail : jtcc@nifty.com

――――――――――――――――――――――――

第100回ニューフロンティア材料部会例会
～高機能性ポリマー創成のための材料と成型技術～

主 催：（一社）大阪工研協会 ニューフロンティア材
料部会

日 時：平成 28 年 11 月 16 日㈬ 13:00～
場 所：KKRホテル大阪（大阪市中央区馬場町 2－24）
プログラム：
〈話題提供〉
マイクロ・ナノ成形による高機能化

山形大学大学院 有機材料システム研究科長
伊藤浩志

高分子の高性能・高機能化における反応性高分子

の活用
住友化学㈱ エネルギー・機能材料研究所

森富 悟
〈新技術・新製品紹介〉
森下仁丹シームレスカプセル技術と高分子材料の
高機能化

森下仁丹㈱ カプセル事業本部
カプセル開発部 田川大輔

プリンテッドエレクトロニクス用機能性溶剤「セ
ルトール」

㈱ダイセル 有機合成カンパニー研究
開発センター 赤井泰之

光硬化性材料の開発
カガワケミカル㈱ 香川映二

長繊維強化樹脂に対応した射出成形機の開発
㈱ソディック 射出成形事業部 久保義和

〈交流会〉～話題と人の輪を広げるために～
参加費：10,800 円（交流会費を含む）
問合せ先：（一社）大阪工研協会

TEL : 06－6962－5307
E-mail : info@osakaira.com
大阪市城東区森之宮 1－6－50
（地独）大阪市立工業研究所内

――――――――――――――――――――――――

平成28年度工学教育調査研究会連合
委員会主催シンポジウム

～鉄道業界が期待する工学教育と学生の人材像～

主 催：（公社）日本工学教育協会
日 時：平成 28 年 11 月 21 日㈪ 15:00～18:00
会 場：芝浦工業大学豊洲キャンパス交流棟 6階大講

義室（東京都江東区豊洲 3－7－6）
プログラム：

基調講演－工学教育と鉄道事業の未来－
工学教育調査研究連合委員会委員長 岩倉成志

パネルディスカッション
－鉄道業界が期待する人材－

東日本旅客鉄道㈱ 建設分野 村木康行
東京急行電鉄㈱ 車両分野 門田吉人
東武鉄道㈱ 電気分野 小武海篤史
東京地下鉄㈱ 国際分野 長谷川収良
日本工学教育協会 中山良一

（司会）東京急行㈱ 山田久美
参加費：無料
問合せ先：日本工学教育協会 川上理英

E-mail : kawakami@jsee.or.jp

――――――――――――――――――――――――

岐阜市立女子短期大学 専任教員の公募
1. 採用人員 教授、准教授または専任講師 1名
2. 所 属 岐阜市立女子短期大学

生活デザイン学科
3. 担当科目 ファッションマーケティング、アパレ

ルマーチャンダイジング、フッション
ビジネス論、ファッション販売論、
ファッションデザイン論、卒業研究、
ゼミナールなどを担当

4. 着任時期 平成 29 年 4 月 1 日
5. 応募締切日 平成 28 年 11 月 30 日㈬必着
6. 問合せ先 岐阜市立女子短期大学 生活デザイン

学科 学科長 服部宏己
TEL : 058－296－4187
FAX : 058－296－3130
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